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保
険
者
紹
介

　上小阿仁村は、秋田県のほぼ中央に位置する南北に長い山あいの村です。
総面積は256.72平方キロメートルで、その92.7％が山林原野で占められて
います。太平山に源を発する小阿仁川が村の中央を流れ、清澄な水をたたえ
た川が何本も村内を走っており、渓流釣りのポイントが数多くあります。ま
た、平成12年に「森の巨人たち百選」に選ばれたコブ杉や約720本の天然秋
田杉が立ち並ぶ「自然観察教育林」など村全体で雄大な自然を体感できます。

国保の概況 （平成28年7月31日現在）

総世帯数　　　　1,158世帯
総人口　　　　　2,465人
国保世帯数　　　459世帯
国保加入割合　　28.92％

収納率(27年度決算)
　・現年課税分・・・95.66％
　・滞納繰越分・・・25.04％

国
保
の
取
り
組
み

財
政
運
営
の
課
題
解
決
に
向
け
て

　上
小
阿
仁
村
は
県
内
ト
ッ
プ
の
高

齢
化
率
で
あ
り
、少
子
高
齢
化
が
急

速
に
進
行
し
て
お
り
ま
す
。国
保
被

保
険
者
も
同
様
で
被
保
険
者
の
高
年

齢
化
が
進
み
、１
人
あ
た
り
医
療
費

は
こ
こ
数
年
増
加
傾
向
で
県
内
で
も

非
常
に
高
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。そ
の
た
め
国
保
の
財
政
運
営
は

厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、収
入

確
保
、医
療
費
の
適
正
化
な
ど
の
問

題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　村
で
は
収
納
環
境
の
整
備
の
一
環

と
し
て
、平
成
26
年
度
か
ら
国
保
税
等

の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
開
始
し
て
お
り

ま
す
。ま
だ
開
始
か
ら
３
年
目
で
す

が
、休
日
も
関
係
な
く
納
付
出
来
る

こ
と
か
ら
利
用
者
は
初
年
度
と
比

べ
増
加
し
て
お
り
、収
納
率
の
上
昇

に
つ
な
が
っ
て
お
り
ま
す
。

　医
療
費
適
正
化
事
業
と
し
て
、医

療
費
通
知
と
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
差
額
通
知
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用

の
推
進
は
保
険
者
側
の
医
療
費
の

抑
制
の
み
な
ら
ず
、被
保
険
者
の
自

己
負
担
の
軽
減
に
も
な
る
た
め
、よ

り
一
層
周
知
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

住
民
と
と
も
に
健
康
づ
く
り

　上
小
阿
仁
村
は
、
秋
田
県
で
最
も

高
齢
化
率
が
高
く
、
医
療
件
数
を
み

る
と
高
血
圧
や
糖
尿
病
等
の
生
活
習

慣
病
が
多
い
状
況
で
す
。
ま
た
、
介

護
保
険
認
定
申
請
の
理
由
は
筋
・
骨

格
系
疾
患
と
認
知
症
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　村
で
は
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
と
と

も
に
、
生
活
習
慣
病
を
も
っ
て
い
て
も

ご
本
人
と
一
緒
に
生
活
を
見
直
し
な
が

ら
血
圧
や
血
糖
等
を
し
っ
か
り
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
、
各
集
落
を
巡
回

し
て
健
康
相
談
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　特
に
健
診
の
結
果
説
明
会
で
は
、

お
薬
や
受
診
状
況
の
確
認
を
し
な
が

ら
疾
患
の
悪
化
を
早
期
に
発
見
す
る

こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。
高
齢
期
に

な
る
と
数
日
の
休
養
で
Ａ
Ｄ
Ｌ
が
低

下
す
る
こ
と
も
あ
り
、
で
き
る
だ
け

健
や
か
に
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
生
活

で
き
る
よ
う
、
支
援
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、
高
齢
者
を
対
象
に
数
種
類

の
介
護
予
防
事
業
を
行
な
い
、
自
身

の
状
態
に
あ
っ
た
事
業
に
参
加
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
健
康
な
方

か
ら
虚
弱
な
方
ま
で
、
膝
痛
・
転
倒
・

認
知
症
・
低
栄
養
・
閉
じ
こ
も
り
の

リ
ス
ク
の
あ
る
方
等
、
段
階
的
・
状

態
に
応
じ
た
事
業
を
準
備
す
る
こ
と

で
、
生
活
不
活
発
予
防
に
繋
が
っ
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
事
業
で
は

仲
間
と
一
緒
に
互
い
に
助
け
合
っ
て

活
動
し
て
お
り
、
新
し
い
参
加
者
が

１
人
増
え
る
と
「
家
族
が
増
え
た
な
。」

と
お
話
し
て
く
だ
さ
る
住
民
も
お
り

ま
す
。

　村
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
特
に
保
健

補
導
員
や
婦
人
会
員
、
在
宅
の
看
護
師
・

保
健
師
の
協
力
が
大
き
く
、
住
民
と
共

に
上
小
阿
仁
ら
し
い
健
康
づ
く
り
・
地

国保主管課長　　　からの一言

国保主管課長　　　からの一言

医療費抑制のカギは健康寿命の延伸に

　当村の国保事業の運営は、被保険者の減少、医療費の増加

により単年度収支で赤字となるなど、厳しい財政運営が続い

ています。平成30年度からの保険者の都道府県単位化によ

り事業運営の安定化が見込まれますが、より安定した運営を

していくためには医療費の抑制は喫緊の課題です。特定健診

やがん検診などの予防事業や健康教室等の健康づくり事業

に取り組み、少しでも多くの村民に受診・参加していただく

ことが、健康寿命の延伸につながり、結果的に医療費の抑制

につながっていくものと考えます。

上小阿仁村
住民福祉課長

加 藤　浩 二
かとう こうじ

域
づ
く
り
を
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　今
後
は
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
、
個
人
や
集
落
の
状
況
を
把
握
し
、

よ
り
効
果
的
に
事
業
が
実
施
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
保
育
園
や
学
校
等

と
も
連
携
し
、
生
涯
を
通
し
た
健
康

づ
く
り
支
援
が
で
き
る
よ
う
、
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

保
健
事
業
の
取
り
組
み
保
健
対
策
シ
リ
ー
ズ
No.
362

樹高44ｍ、コブ周り約6.6ｍ。林野庁選定「森の巨人たち百選」に選ばれた巨木「コブ杉」です。

上
小
阿
仁
村森と水の自然郷
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連合会 T O P I C S
連合会行事についてはHPをご覧ください　www.akita-kokuhoren.or.jp

円滑な制度移行へ向けた取り組みを円滑な制度移行へ向けた取り組みを
第122回通常総会 ―平成 27年度事業報告・決算を承認―
　本会は、第122回通常総会を7月26日(火)、秋田市「市町村会館大会議室」において開催し
た。
　開会にあたり加藤理事長（八峰町長）が、国保制度を取り巻く厳しい財政状況や、昨年成立
した改正国保法に対する本県の状況に触れた上で、「消費税率の引き上げ再延期による社会
保障財源の確保について懸念されており、その動向を注視する必要がある。本会においても
円滑な制度の運営に向け情報収集に努めるとともに、保険者の負託に応えていきたい」と挨
拶した。
　続いて、来賓の県健康福祉部田中部長が挨拶に立ち、秋田県国保運営方針の作成につい
て、「今後の財政運営の在り方や国保事業費納付金及び標準保険税率の設定、医療費適正化
や事業運営の広域化・効率化に向けた取組などを盛り込むこととしており、県ではこれを今
年度末までに成案として取りまとめたいと考えている。国保連合会においては、医療費適正
化の推進などに取り組まれるとともに、国保の安定した運営に尽力を賜りたい」と述べた。
　その後、古谷常務理事が業務報告を行い、続いて事務局より平成27年度事業報告と歳入
歳出決算について報告した。事業の実施状況については、重点目標とした(1)国保制度の改
善強化と国保の財政安定化対策の推進、(2)医療費適正化対策の推進、(3)特定健診等データ
管理事業の円滑な運営、(4)診療報酬等審査支払業務の充実強化、(5)保険者共同処理業務の円滑な運営、(6)介護保険関係
業務等の充実強化、(7)障害者総合支援関係業務の円滑な運営、(8)その他の本会事業の円滑な運営の8項目について説明
を行った。
　議事は慎重な審議の結果、すべて原案のとおり可決された。（議案等については本会ホームページに記載しています）
　また、同日に第2回理事会が開催され、平成28年度介護保険特別会計補正予算が原案のとおり可決された。

健康無関心層まで届く取り組みを健康無関心層まで届く取り組みを
第33回「健康なまちづくり」シンポジウム
　8月23日（火）、東京都「日本教育会館」において、充実した地域包括ケアシステムの構築を進
めている市町村等の取り組みの発表や意見交換を行い、市町村における国保部門、保健事業部
門、介護部門等が連携して健康なまちづくりを目指すことを目的として、第33回「健康なまち
づくり」シンポジウムが開催され、本県からは市町村の国保主管課長など、16名が出席した。
　はじめに、国民健康保険中央会原勝則理事長が挨拶に立ち、「地域の状況を把握し、効果的
な健康づくりの取り組み支援を継続して参りたい」と述べた。
　来賓挨拶では厚生労働省保険局榎本健太郎国民健康保険担当課長が、昨年5月の改正法や
平成30年に新設される保険者努力支援制度に触れ、「住民の健康づくりにはデータヘルス
の策定実施も重要となる。未策定の市町村は早急に策定をお願いしたい」と述べ、続いて厚
生労働省健康局健康課島田陽子保健指導室長が、少子高齢化等に伴う我が国の社会保障制
度の厳しい状況に触れ、「国民の健康寿命の延伸を目指すとともに、地域のあらゆる住民が
自分らしく活躍できる地域コミュニティを育成することが求められる」と挨拶した。
　その後、住民の健康格差を縮小するためには健康に関心の低い人への対応が不可欠との
認識の下、筑波大学大学院久野譜也教授による「健康長寿社会を可能とする健幸都市とは」
と題した基調講演が行われ、続いて行われたシンポジウムでは首都大学東京星旦二名誉教
授をコーディネーターに、「健康無関心層まで届く健康づくりを考える」をテーマとし、4自
治体による発表が行われた。

保険者努力支援制度の設立へ向けて保険者努力支援制度の設立へ向けて
平成28年度全国市町村国保主管課長研究協議会

　8月24日（水）、東京都「日本教育会館」において、全国の市町村国保主管課長が一堂に会
し、国保事業運営上の諸問題を研究協議し、国保事業の発展に資することを目的とした、
平成28年度全国市町村国保主管課長研究協議会が開催され、本県からは市町村の国保主
管課長など17名が出席した。
　はじめに国民健康保険中央会原勝則理事長が挨拶に立ち、国保制度の構造的課題や国
保を取り巻く厳しい財政状況に触れ、「平成30年度から都道府県が国保の財政運営の責
任主体となって国保運営の中心的な役割を担うことになるが、市町村は引き続き、地域に
おけるきめ細かな事業を行っていくこととなる。国保中央会並びに国保連合会において
も、保険者支援に最大限の努力をしていきたい」と述べた。
　来賓挨拶では、厚生労働省保険局榎本健太郎国民健康保険課長が、国保改革の効果につ
いて、3,400億円規模の追加的な公費財源を投入することにより、市町村の実質的な赤字
の解消や今後の保険料の伸びの抑制が期待されるとしたうえで、「保険給付に必要な費用
は都道府県が市町村に交付する仕組みとなる。市町村が納める納付金が新たに発生する
が、年度途中の変更は行わない。年度末の繰り入れの必要性が大幅に減少することによ
り、市町村の保険財政の安定化が併せて期待される」と挨拶した。
　その後、引き続き榎本課長より「国保制度改革の検討状況について」と題した講演が行
われ、続いて平成30年度より新設される「保険者努力支援制度」に向けた取り組みをテー
マに、シンポジウムが行われた。

パネリストの皆さん

島田保健指導室長

原理事長

榎本国民健康保険課長

発表者の皆さん

国保制度の健全な運営に向け、一層の努力を国保制度の健全な運営に向け、一層の努力を
平成28年度東北地方国保運営協議会代表者連絡協議会

　東北各県の国保運営協議会代表者が一堂に会し、国保制度について討議し、今後の国保
事業の発展と円滑な運営に寄与することを目的とした東北地方国保運営協議会代表者連
絡協議会が、7月14日(木)、盛岡市「ホテルメトロポリタン盛岡」にて開催され、本県からは
秋田県国保運営協議会中川修一会長はじめ、5名の役員が出席した。
　開会にあたり、東北地方国保協議会の谷藤会長（岩手県国保連合会理事長）が、昨年5月
に成立した医療保険制度改革法に触れた上で「国保保険者の共同体である国保連合会にお
いても、市町村の納付金の額や標準保険料率の算定データに関する相談対応に努めるな
ど、国保保険者の一層の事務軽減に貢献して参りたい」と述べた。
　続いて、国保運営協議会東北地方連絡会の田表会長が挨拶に立ち、「国保制度が大きく変
わろうとしている今、国保運営協議会、東北地方連絡会としては、国や県の動向を注視し、
関係機関と連携を図りながら、国保制度の健全な運営に向けて努力して参る所存である」
と述べた。
　その後行われた協議では、前年度経過報告がされた後、各県より提出された議題につい
て審議が行われた。議題はすべて提案通り採択され、東北地方国保協議会へ提出された。
　また、協議終了後、国民健康保険中央会飯山幸雄常務理事より「国保をめぐる諸情勢につ
いて」と題した特別講演が行われ、医療費の現状に基づいた国保制度改革の必要性や、デー
タヘルス等の保健事業について解説がなされた。

東北地方国保協議会　谷藤会長

国保運営協議会東北地方連絡会　田表会長

加藤理事長

県健康福祉部田中部長
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円滑な制度移行へ向けた取り組みを円滑な制度移行へ向けた取り組みを
第122回通常総会 ―平成 27年度事業報告・決算を承認―
　本会は、第122回通常総会を7月26日(火)、秋田市「市町村会館大会議室」において開催し
た。
　開会にあたり加藤理事長（八峰町長）が、国保制度を取り巻く厳しい財政状況や、昨年成立
した改正国保法に対する本県の状況に触れた上で、「消費税率の引き上げ再延期による社会
保障財源の確保について懸念されており、その動向を注視する必要がある。本会においても
円滑な制度の運営に向け情報収集に努めるとともに、保険者の負託に応えていきたい」と挨
拶した。
　続いて、来賓の県健康福祉部田中部長が挨拶に立ち、秋田県国保運営方針の作成につい
て、「今後の財政運営の在り方や国保事業費納付金及び標準保険税率の設定、医療費適正化
や事業運営の広域化・効率化に向けた取組などを盛り込むこととしており、県ではこれを今
年度末までに成案として取りまとめたいと考えている。国保連合会においては、医療費適正
化の推進などに取り組まれるとともに、国保の安定した運営に尽力を賜りたい」と述べた。
　その後、古谷常務理事が業務報告を行い、続いて事務局より平成27年度事業報告と歳入
歳出決算について報告した。事業の実施状況については、重点目標とした(1)国保制度の改
善強化と国保の財政安定化対策の推進、(2)医療費適正化対策の推進、(3)特定健診等データ
管理事業の円滑な運営、(4)診療報酬等審査支払業務の充実強化、(5)保険者共同処理業務の円滑な運営、(6)介護保険関係
業務等の充実強化、(7)障害者総合支援関係業務の円滑な運営、(8)その他の本会事業の円滑な運営の8項目について説明
を行った。
　議事は慎重な審議の結果、すべて原案のとおり可決された。（議案等については本会ホームページに記載しています）
　また、同日に第2回理事会が開催され、平成28年度介護保険特別会計補正予算が原案のとおり可決された。

健康無関心層まで届く取り組みを健康無関心層まで届く取り組みを
第33回「健康なまちづくり」シンポジウム
　8月23日（火）、東京都「日本教育会館」において、充実した地域包括ケアシステムの構築を進
めている市町村等の取り組みの発表や意見交換を行い、市町村における国保部門、保健事業部
門、介護部門等が連携して健康なまちづくりを目指すことを目的として、第33回「健康なまち
づくり」シンポジウムが開催され、本県からは市町村の国保主管課長など、16名が出席した。
　はじめに、国民健康保険中央会原勝則理事長が挨拶に立ち、「地域の状況を把握し、効果的
な健康づくりの取り組み支援を継続して参りたい」と述べた。
　来賓挨拶では厚生労働省保険局榎本健太郎国民健康保険担当課長が、昨年5月の改正法や
平成30年に新設される保険者努力支援制度に触れ、「住民の健康づくりにはデータヘルス
の策定実施も重要となる。未策定の市町村は早急に策定をお願いしたい」と述べ、続いて厚
生労働省健康局健康課島田陽子保健指導室長が、少子高齢化等に伴う我が国の社会保障制
度の厳しい状況に触れ、「国民の健康寿命の延伸を目指すとともに、地域のあらゆる住民が
自分らしく活躍できる地域コミュニティを育成することが求められる」と挨拶した。
　その後、住民の健康格差を縮小するためには健康に関心の低い人への対応が不可欠との
認識の下、筑波大学大学院久野譜也教授による「健康長寿社会を可能とする健幸都市とは」
と題した基調講演が行われ、続いて行われたシンポジウムでは首都大学東京星旦二名誉教
授をコーディネーターに、「健康無関心層まで届く健康づくりを考える」をテーマとし、4自
治体による発表が行われた。

保険者努力支援制度の設立へ向けて保険者努力支援制度の設立へ向けて
平成28年度全国市町村国保主管課長研究協議会

　8月24日（水）、東京都「日本教育会館」において、全国の市町村国保主管課長が一堂に会
し、国保事業運営上の諸問題を研究協議し、国保事業の発展に資することを目的とした、
平成28年度全国市町村国保主管課長研究協議会が開催され、本県からは市町村の国保主
管課長など17名が出席した。
　はじめに国民健康保険中央会原勝則理事長が挨拶に立ち、国保制度の構造的課題や国
保を取り巻く厳しい財政状況に触れ、「平成30年度から都道府県が国保の財政運営の責
任主体となって国保運営の中心的な役割を担うことになるが、市町村は引き続き、地域に
おけるきめ細かな事業を行っていくこととなる。国保中央会並びに国保連合会において
も、保険者支援に最大限の努力をしていきたい」と述べた。
　来賓挨拶では、厚生労働省保険局榎本健太郎国民健康保険課長が、国保改革の効果につ
いて、3,400億円規模の追加的な公費財源を投入することにより、市町村の実質的な赤字
の解消や今後の保険料の伸びの抑制が期待されるとしたうえで、「保険給付に必要な費用
は都道府県が市町村に交付する仕組みとなる。市町村が納める納付金が新たに発生する
が、年度途中の変更は行わない。年度末の繰り入れの必要性が大幅に減少することによ
り、市町村の保険財政の安定化が併せて期待される」と挨拶した。
　その後、引き続き榎本課長より「国保制度改革の検討状況について」と題した講演が行
われ、続いて平成30年度より新設される「保険者努力支援制度」に向けた取り組みをテー
マに、シンポジウムが行われた。

パネリストの皆さん

島田保健指導室長

原理事長

榎本国民健康保険課長

発表者の皆さん

国保制度の健全な運営に向け、一層の努力を国保制度の健全な運営に向け、一層の努力を
平成28年度東北地方国保運営協議会代表者連絡協議会

　東北各県の国保運営協議会代表者が一堂に会し、国保制度について討議し、今後の国保
事業の発展と円滑な運営に寄与することを目的とした東北地方国保運営協議会代表者連
絡協議会が、7月14日(木)、盛岡市「ホテルメトロポリタン盛岡」にて開催され、本県からは
秋田県国保運営協議会中川修一会長はじめ、5名の役員が出席した。
　開会にあたり、東北地方国保協議会の谷藤会長（岩手県国保連合会理事長）が、昨年5月
に成立した医療保険制度改革法に触れた上で「国保保険者の共同体である国保連合会にお
いても、市町村の納付金の額や標準保険料率の算定データに関する相談対応に努めるな
ど、国保保険者の一層の事務軽減に貢献して参りたい」と述べた。
　続いて、国保運営協議会東北地方連絡会の田表会長が挨拶に立ち、「国保制度が大きく変
わろうとしている今、国保運営協議会、東北地方連絡会としては、国や県の動向を注視し、
関係機関と連携を図りながら、国保制度の健全な運営に向けて努力して参る所存である」
と述べた。
　その後行われた協議では、前年度経過報告がされた後、各県より提出された議題につい
て審議が行われた。議題はすべて提案通り採択され、東北地方国保協議会へ提出された。
　また、協議終了後、国民健康保険中央会飯山幸雄常務理事より「国保をめぐる諸情勢につ
いて」と題した特別講演が行われ、医療費の現状に基づいた国保制度改革の必要性や、デー
タヘルス等の保健事業について解説がなされた。

東北地方国保協議会　谷藤会長

国保運営協議会東北地方連絡会　田表会長

加藤理事長

県健康福祉部田中部長
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編集部：普段の佐々木さんはどんな人ですか。

黒沢：明るくて元気な、課のムードメーカーです。しっか

りしていて、年下とは思えないアドバイスをくれたりしま

す。あとはチラシを作ったりするのがすごく上手ですね。

編集部：直して欲しいところはありますか。

黒沢：私もそうなんですけど、整理整頓です。お互いがん

ばりましょう（笑）

編集部：先輩としてひとこと。

黒沢：私と 3年しか歳が変わらないので、今みたいに言い

合える関係で、お互い情報共有していい知恵を出し合って

一つ一つやっていけたらなって思います。

東成瀬村民生課保健師

さん

さ さ き あや こ

佐々木　文子

方
が
多
く
な
る
日
も
あ
り
ま
す
ね
。

　

―
―

現
場
の
お
仕
事
は
ど
う
い
っ
た
内
容
で
す
か
。

佐
々
木
／
健
康
相
談
で
の
血
圧
測
定
、家
庭
訪
問
や
健

康
教
育
、健
診
業
務
や
、介
護
予
防
事
業
な
ど
、幅
広
い

で
す
。訪
問
に
行
っ
た
の
に
、違
う
問
題
を
発
見
し
て

帰
っ
て
き
た
り
、他
の
事
も
済
ま
せ
て
帰
っ
て
く
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
見
に

行
っ
て
、そ
こ
の
子
供
の
こ
と
も
見
て
き
た
り
。世
帯
皆

を
見
ら
れ
る
よ
う
に
、と
い
う
の
は
意
識
し
て
い
ま
す
。

　

―
―

も
う
地
域
の
人
の
こ
と
は
す
っ
か
り
頭
に
入
っ

て
い
ま
す
か
。

佐
々
木
／
ま
だ
ま
だ
で
す
。ま
ず
人
を
覚
え
る
こ
と
が

保
健
師
の
最
初
の
仕
事
な
の
で
、ま
ず
外
に
出
て
、し
ゃ

べ
っ
て
、と
い
う
こ
と
は
新
人
の
こ
ろ
か
ら
心
掛
け
て
い

ま
す
。

　

―
―

今
、力
を
入
れ
て
い
る
取
り
組
み
は
あ
り
ま

す
か
。

佐
々
木
／
民
間
組
織
と
協
同
し
て
、自
殺
予
防
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。小
さ
い
村
な
の
で
、一
人
自
殺
が
出
る

と
自
殺
率
も
大
き
く
上
が
り
ま
す
し
、な
に
よ
り

シ
ョ
ッ
ク
も
大
き
い
の
で
、そ
こ
は
頑
張
っ
て
い
ま
す
。他

最後に、東成瀬村民生課で
　　　一緒に働く仲間にも伺いました。

東成瀬村民生課保健師

さん

くろ　さわ さ  え   こ

黒沢 紗恵子

現
場
の
チ
カ
ラ

今回のサポ
ーター

みんなの健康サポーター

シリーズ企画06

に
は
子
供
の
健
診
や
乳
児
の
歯
科
教
室
が
充
実
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。来
る
人
は
一
回
の
健
診
で
３
〜
４
人

と
少
な
い
で
す
が
、１
０
０
％
近
く
の
人
が
、ち
ゃ
ん
と

来
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

―
―

特
定
健
診
の
受
診
率
が
高
い
と
の
こ
と
で
す

が
、ど
の
よ
う
な
工
夫
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

佐
々
木
／
受
診
率
は
最
近
下
が
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

全
国
一
位
を
取
っ
た
と
き
は
黒
沢
さ
ん
と
草
彅
さ
ん
の

二
人
体
制
で
、結
核
予
防
婦
人
会
な
ど
の
住
民
組
織
と

連
携
し
て
、受
診
勧
奨
用
紙
等
の
配
布
や
声
掛
け
を
し

て
も
ら
っ
た
よ
う
で
す
。特
に
秘
策
が
あ
る
わ
け
で
は
な

く
、地
道
な
努
力
で
す
ね
。こ
の
手
法
は
今
も
続
け
て
い

ま
す
。そ
う
し
て
先
輩
た
ち
が
根
強
く
地
域
に
入
っ
て

い
っ
て
活
動
を
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、今
私
た
ち
が
仕
事

し
や
す
い
環
境
が
あ
る
の
で
、先
輩
達
に
は
感
謝
し
て
い

ま
す
し
、人
と
の
地
道
な
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
な
い
と

人
は
つ
い
て
こ
な
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。今
は
私
と

黒
沢
さ
ん
の
二
人
に
な
っ
て
ベ
テ
ラ
ン
が
い
な
い
の
で
、い

ろ
ん
な
機
会
に
自
分
た
ち
で
健
診
の
声
掛
け
を
す
る
よ

う
に
意
識
し
て
い
ま
す
。

　

―
―

今
後
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
で
焦
点
を
絞
っ
て
い
く
取

り
組
み
は
な
ん
で
す
か
。

佐
々
木
／
糖
尿
病
の
重
症
化
予
防
で
す
ね
。東
成
瀬
の

人
は
医
療
機
関
が
遠
い
の
で
、我
慢
し
て
我
慢
し
て
病

院
に
行
く
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。今
は
交
通
の
便
も

良
く
な
り
ま
し
た
が
、透
析
の
た
め
に
週
３
回
通
う
と

な
る
と
大
変
な
の
で
、自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
ら
な

い
と
い
け
な
い
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。難

し
い
こ
と
で
す
け
ど
、そ
の
人
た
ち
を
変
え
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

―
―

仕
事
す
る
う
え
で
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
は

な
ん
で
す
か
。

佐
々
木
／
ま
ず
現
場
に
行
く
こ
と
が
一
番
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。他
の
人
の
意
見
を
聞
く
こ
と
も
大
事
に
し
て

い
ま
す
が
、自
分
が
実
際
に
行
っ
て
、目
で
見
て
確
か
め

た
こ
と
っ
て
大
切
だ
と
思
う
の
で
。そ
の
あ
と
で
他
の
人

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。自

分
で
見
た
ら
意
外
と
問
題
が
問
題
じ
ゃ
な
か
っ
た
り
、

他
の
人
に
相
談
し
た
ら
簡
単
に
解
決
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
し
、自
分
だ
け
で
も
や
も
や
せ
ず
に
い
ろ
ん
な
人

に
相
談
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

―
―

仕
事
で
苦
労
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

佐
々
木
／
看
護
師
の
時
も
よ
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
て
、今
も
老
年
と
成
人
を
担
当
し
て
い
る
ん
で
す

が
、私
は
ま
だ
結
婚
も
出
産
も
経
験
が
な
い
の
で
、お
母

さ
ん
た
ち
と
接
す
る
の
が
最
初
は
不
安
で
苦
手
で
し
た
。

最
初
の
頃
は
、ま
だ
出
産
も
し
て
い
な
い
の
に
何
を
言
う

ん
だ
っ
て
い
う
目
で
見
ら
れ
て
い
る
感
じ
が
し
て
何
も
言

え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
、か
と
い
っ
て
経
験
も
な
い
の
に

ア
ド
バ
イ
ス
す
る
の
も
変
な
感
じ
が
す
る
し
、と
い
う
葛

藤
が
あ
り
ま
し
た
。で
も
先
輩
か
ら「
あ
な
た
は
プ
ロ
な

ん
だ
か
ら
、プ
ロ
の
視
点
で
話
し
な
さ
い
」っ
て
ア
ド
バ
イ

ス
さ
れ
て
、プ
ロ
と
し
て
の
保
健
師
の
視
点
を
大
事
に
し

よ
う
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。二
人
の
先
輩
が
ど

ん
な
ふ
う
に
話
を
聞
き
出
し
て
、ど
ん
な
ふ
う
に
ア
ド
バ

イ
ス
し
て
い
る
の
か
、ど
ん
な
視
点
や
切
り
口
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
の
か
を
日
々
勉
強
中
で
す
。

　

―
―

反
対
に
、仕
事
で
楽
し
い
と
感
じ
る
の
は
ど
ん

な
時
で
す
か
。

佐
々
木
／
私
は
人
と
し
ゃ
べ
る
の
が
好
き
な
の
で
、一
方

的
に
話
す
の
で
は
な
く
て
住
民
側
か
ら
の
反
応
が
あ
っ

た
時
が
楽
し
い
で
す
。保
健
師
は
人
対
人
の
仕
事
な
の

で
、そ
こ
で
の
や
り
と
り
が
成
立
す
る
の
は
良
い
な
と
思

い
ま
す
。訪
問
で
も
最
初
は「
何
し
に
来
た
の
？
」み
た

い
な
感
じ
だ
っ
た
の
が
、訪
問
す
る
う
ち
に「
実
は…

」

み
た
い
に
な
っ
て
き
た
と
き
。そ
う
い
う「
掴
ん
だ
な
」っ

て
い
う
瞬
間
が
楽
し
い
で
す
ね
。帰
り
に「
今
日
良
か
っ

た
な
あ
」っ
て
言
わ
れ
る
と
、自
分
も
今
日
話
し
て
よ

か
っ
た
な
と
楽
し
く
な
り
ま
す
。

　

―
―

心
に
残
っ
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
あ
り
ま
す
か
。

佐
々
木
／
本
当
に
最
初
の
頃
で
す
が
、お
っ
ぱ
い
が
張
っ

て
痛
み
が
あ
っ
て
、赤
ち
ゃ
ん
へ
の
飲
ま
せ
方
も
わ
か
ら

な
い
っ
て
い
う
若
い
お
母
さ
ん
が
い
て
、草
彅
さ
ん
と
二

人
で
訪
問
し
た
ん
で
す
が
、そ
の
と
き
の
草
彅
さ
ん
の
、

「
優
し
い
」と
か「
寄
り
添
う
」っ
て
い
う
よ
う
な
言
葉
で

は
言
い
表
せ
な
い
、言
葉
が
重
い
と
い
う
か
、人
間
味
あ

ふ
れ
る
対
応
が
す
ご
く
印
象
に
残
っ
て
い
て
、「
あ
あ
、こ

れ
が
保
健
師
だ
な
」っ
て
思
っ
て
。そ
の
帰
り
の
車
の
中

で「
保
健
師
っ
て
大
変
だ
け
ど
、や
り
が
い
あ
る
な
」っ
て

思
っ
た
と
と
も
に
、そ
の
人
の
人
生
の
背
景
ま
で
考
え
て

対
応
す
る
っ
て
い
う
の
は
す
ご
い
な
、と
号
泣
し
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
ね
。今
思
い
出
し
て
も
泣
き
そ
う
に
な

り
ま
す
。そ
れ
っ
て
多
分
、草
彅
さ
ん
が
い
ろ
ん
な
人
の

い
ろ
ん
な
場
面
を
見
て
き
た
経
験
が
、言
葉
だ
け
で
は

伝
わ
ら
な
い
何
か
と
し
て
に
じ
み
出
て
い
た
ん
だ
と
思

う
の
で
、私
も
そ
う
い
う
風
に
な
れ
れ
ば
い
い
な
と
思
い

ま
す
。

草
彅
さ
ん
に
指
導
し
て
も
ら
え
た
の
は
半
年
間
だ
け
で

し
た
が
、そ
の
半
年
間
が
す
ご
く
濃
く
て
、今
の
活
動
に

活
き
て
い
ま
す
。困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、「
草
彅
さ
ん

だ
っ
た
ら
な
ん
て
言
う
だ
ろ
う
」っ
て
考
え
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。二
人
の
先
輩
方
を
見
習
い
な
が
ら
、そ
の
中
で

自
分
の
考
え
を
交
え
つ
つ
、住
民
の
方
と
お
話
し
出
来

る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

―
―

こ
れ
か
ら
ど
ん
な
保
健
師
を
目
指
し
て
い
き

た
い
で
す
か
。

佐
々
木
／「
あ
な
た
に
会
え
て
よ
か
っ
た
」と
か「
あ
な

た
に
話
し
て
よ
か
っ
た
」と
思
っ
て
も
ら
え
る
保
健
師
に

な
り
た
い
で
す
。看
護
師
を
し
て
い
た
時
も
同
じ
こ
と

を
思
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、特
に
保
健
師
は
地
域
に
入
っ

て
い
っ
て
、住
民
が
い
な
い
と
活
動
で
き
な
い
の
で
、そ

う
や
っ
て
対
等
な
目
線
に
な
っ
た
時
に
も
そ
う
言
っ
て

も
ら
え
る
と
す
ご
く
嬉
し
い
ん
で
す
。な
に
か
あ
っ
た
ら

「
じ
ゃ
あ
文
子
さ
ん
に
言
え
ば
い
い
な
」っ
て
思
っ
て
も
ら

え
る
保
健
師
に
な
り
た
い
で
す
ね
。

　―
―

最
後
に
、住
民
へ
の
想
い
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

佐
々
木
／
自
分
の
健
康
を
自
分
で
守
れ
る
村
民
が
増

え
て
ほ
し
い
で
す
ね
。食
事
と
か
運
動
に
気
を
付
け
る

の
も
そ
う
で
す
け
ど
、自
分
の
体
調
を
知
ら
せ
る
サ
イ

ン
に
気
づ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
。私
は
、住
民
の

力
を
引
き
出
し
て
支
援
し
て
い
く
の
が
看
護
職
だ
と

思
っ
て
い
る
の
で
、そ
の
人
た
ち
の
力
を
引
き
出
せ
る
よ

う
に
な
り
た
い
し
、住
民
の
人
た
ち
も
依
存
す
る
の
で

は
な
く
自
分
で
気
づ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

―
―

ど
う
し
た
ら
そ
う
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す

か
。

佐
々
木
／
自
分
は
ど
う
生
き
て
い
き
た
い
か
、ど
う
死

に
た
い
か
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
で
す
。亡
く
な
る
間
際

に
な
る
と
自
分
の
意
思
で
は
な
く
家
族
の
意
思
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
の
で
、生
き
て
い
る
う
ち
に
考
え

て
お
く
の
は
大
事
で
す
し
、今
の
自
分
の
健
康
を
考
え

る
こ
と
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。聞
き
方
が
難
し
く
て

ま
だ
村
民
に
は
聞
け
て
い
ま
せ
ん
が
、聞
き
た
い
し
そ

う
い
う
教
育
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
、「
周
囲
に
恵
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
大
き
な
支
え
」と
話
さ
れ
た
佐
々
木
さ
ん
。地

域
住
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
健
康
を
深
く
考
え
る
優
し

さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
周
囲
の
仲
間

と
協
力
し
合
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　た
く
さ
ん
の
質
問
に
答
え
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

地
道
に
、根
強
く

 

貴
重
な「
経
験
」を
重
ね
て
 

今
、ど
う
生
き
た
い
か
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よ
り
深
く

　住
民
の
健
康
を
支
え
た
い

◇
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
域
住
民
の
身
近
で
健
康
を
さ
さ
え
て
い
る
人
に

　ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
日
々
の
取
り
組
み
や
人
柄
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　

―
―

保
健
師
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
何

で
す
か
。

佐
々
木
／
も
と
も
と
大
学
を
卒
業
し
た
時
は
保
健
師

に
な
る
つ
も
り
で
し
た
が
、就
職
口
が
無
く
て
、最
初
は

看
護
師
と
し
て
働
き
始
め
ま
し
た
。病
院
で
患
者
さ
ん

と
話
を
す
る
中
で
、入
院
し
て
い
る
期
間
は
人
生
の
本

当
に
短
い
期
間
で
、そ
れ
以
外
の
期
間
こ
の
人
た
ち
が

生
き
て
い
く
の
は
地
域
な
ん
だ
、っ
て
思
っ
た
時
に
、地

域
で
健
康
を
支
え
て
い
く
の
っ
て
大
事
だ
な
と
思
っ
て
、

改
め
て
保
健
師
に
な
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

―
―

保
健
師
は
何
人
で
す
か
。ま
た
、デ
ス
ク
ワ
ー

ク
と
現
場
の
仕
事
の
比
率
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
。

佐
々
木
／
今
は
私
と
黒
沢
さ
ん
の
二
人
で
す
。前
民
生

課
長
で
、保
健
師
の
草
彅
さ
ん
に
も
事
業
の
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。民
生
課
は
住
民
サ
ー
ビ

ス
全
般
を
扱
う
課
な
の
で
、他
の
事
務
の
人
た
ち
と
連

携
を
取
り
な
が
ら
仕
事
し
て
い
ま
す
。比
率
は
外
の
仕

事
の
方
が
多
い
と
は
思
い
ま
す
。デ
ス
ク
が
多
く
な
ら

な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
が
、そ
れ
で
も
デ
ス
ク
の

　
佐
々
木
さ
ん
は
、今
年
10
月
で
東
成
瀬
村
勤
務
５
年
目

を
迎
え
る
保
健
師
さ
ん
で
す
。

住
民
が
健
康
に
生
き
て
い
く
地
域
へ

編集部：普段の佐々木さんはどんな人ですか。

黒沢：明るくて元気な、課のムードメーカーです。しっか

りしていて、年下とは思えないアドバイスをくれたりしま

す。あとはチラシを作ったりするのがすごく上手ですね。

編集部：直して欲しいところはありますか。

黒沢：私もそうなんですけど、整理整頓です。お互いがん

ばりましょう（笑）

編集部：先輩としてひとこと。

黒沢：私と 3年しか歳が変わらないので、今みたいに言い

合える関係で、お互い情報共有していい知恵を出し合って

一つ一つやっていけたらなって思います。

東成瀬村民生課保健師

さん

さ さ き あや こ

佐々木　文子

方
が
多
く
な
る
日
も
あ
り
ま
す
ね
。

　

―
―

現
場
の
お
仕
事
は
ど
う
い
っ
た
内
容
で
す
か
。

佐
々
木
／
健
康
相
談
で
の
血
圧
測
定
、家
庭
訪
問
や
健

康
教
育
、健
診
業
務
や
、介
護
予
防
事
業
な
ど
、幅
広
い

で
す
。訪
問
に
行
っ
た
の
に
、違
う
問
題
を
発
見
し
て

帰
っ
て
き
た
り
、他
の
事
も
済
ま
せ
て
帰
っ
て
く
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
見
に

行
っ
て
、そ
こ
の
子
供
の
こ
と
も
見
て
き
た
り
。世
帯
皆

を
見
ら
れ
る
よ
う
に
、と
い
う
の
は
意
識
し
て
い
ま
す
。

　

―
―

も
う
地
域
の
人
の
こ
と
は
す
っ
か
り
頭
に
入
っ

て
い
ま
す
か
。

佐
々
木
／
ま
だ
ま
だ
で
す
。ま
ず
人
を
覚
え
る
こ
と
が

保
健
師
の
最
初
の
仕
事
な
の
で
、ま
ず
外
に
出
て
、し
ゃ

べ
っ
て
、と
い
う
こ
と
は
新
人
の
こ
ろ
か
ら
心
掛
け
て
い

ま
す
。

　

―
―

今
、力
を
入
れ
て
い
る
取
り
組
み
は
あ
り
ま

す
か
。

佐
々
木
／
民
間
組
織
と
協
同
し
て
、自
殺
予
防
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。小
さ
い
村
な
の
で
、一
人
自
殺
が
出
る

と
自
殺
率
も
大
き
く
上
が
り
ま
す
し
、な
に
よ
り

シ
ョ
ッ
ク
も
大
き
い
の
で
、そ
こ
は
頑
張
っ
て
い
ま
す
。他

最後に、東成瀬村民生課で
　　　一緒に働く仲間にも伺いました。

東成瀬村民生課保健師

さん

くろ　さわ さ  え   こ

黒沢 紗恵子

現
場
の
チ
カ
ラ

今回のサポ
ーター

みんなの健康サポーター

シリーズ企画06

に
は
子
供
の
健
診
や
乳
児
の
歯
科
教
室
が
充
実
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。来
る
人
は
一
回
の
健
診
で
３
〜
４
人

と
少
な
い
で
す
が
、１
０
０
％
近
く
の
人
が
、ち
ゃ
ん
と

来
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

―
―

特
定
健
診
の
受
診
率
が
高
い
と
の
こ
と
で
す

が
、ど
の
よ
う
な
工
夫
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

佐
々
木
／
受
診
率
は
最
近
下
が
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

全
国
一
位
を
取
っ
た
と
き
は
黒
沢
さ
ん
と
草
彅
さ
ん
の

二
人
体
制
で
、結
核
予
防
婦
人
会
な
ど
の
住
民
組
織
と

連
携
し
て
、受
診
勧
奨
用
紙
等
の
配
布
や
声
掛
け
を
し

て
も
ら
っ
た
よ
う
で
す
。特
に
秘
策
が
あ
る
わ
け
で
は
な

く
、地
道
な
努
力
で
す
ね
。こ
の
手
法
は
今
も
続
け
て
い

ま
す
。そ
う
し
て
先
輩
た
ち
が
根
強
く
地
域
に
入
っ
て

い
っ
て
活
動
を
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、今
私
た
ち
が
仕
事

し
や
す
い
環
境
が
あ
る
の
で
、先
輩
達
に
は
感
謝
し
て
い

ま
す
し
、人
と
の
地
道
な
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
な
い
と

人
は
つ
い
て
こ
な
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。今
は
私
と

黒
沢
さ
ん
の
二
人
に
な
っ
て
ベ
テ
ラ
ン
が
い
な
い
の
で
、い

ろ
ん
な
機
会
に
自
分
た
ち
で
健
診
の
声
掛
け
を
す
る
よ

う
に
意
識
し
て
い
ま
す
。

　

―
―

今
後
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
で
焦
点
を
絞
っ
て
い
く
取

り
組
み
は
な
ん
で
す
か
。

佐
々
木
／
糖
尿
病
の
重
症
化
予
防
で
す
ね
。東
成
瀬
の

人
は
医
療
機
関
が
遠
い
の
で
、我
慢
し
て
我
慢
し
て
病

院
に
行
く
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。今
は
交
通
の
便
も

良
く
な
り
ま
し
た
が
、透
析
の
た
め
に
週
３
回
通
う
と

な
る
と
大
変
な
の
で
、自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
ら
な

い
と
い
け
な
い
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。難

し
い
こ
と
で
す
け
ど
、そ
の
人
た
ち
を
変
え
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

―
―

仕
事
す
る
う
え
で
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
は

な
ん
で
す
か
。

佐
々
木
／
ま
ず
現
場
に
行
く
こ
と
が
一
番
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。他
の
人
の
意
見
を
聞
く
こ
と
も
大
事
に
し
て

い
ま
す
が
、自
分
が
実
際
に
行
っ
て
、目
で
見
て
確
か
め

た
こ
と
っ
て
大
切
だ
と
思
う
の
で
。そ
の
あ
と
で
他
の
人

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。自

分
で
見
た
ら
意
外
と
問
題
が
問
題
じ
ゃ
な
か
っ
た
り
、

他
の
人
に
相
談
し
た
ら
簡
単
に
解
決
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
し
、自
分
だ
け
で
も
や
も
や
せ
ず
に
い
ろ
ん
な
人

に
相
談
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

―
―

仕
事
で
苦
労
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

佐
々
木
／
看
護
師
の
時
も
よ
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
て
、今
も
老
年
と
成
人
を
担
当
し
て
い
る
ん
で
す

が
、私
は
ま
だ
結
婚
も
出
産
も
経
験
が
な
い
の
で
、お
母

さ
ん
た
ち
と
接
す
る
の
が
最
初
は
不
安
で
苦
手
で
し
た
。

最
初
の
頃
は
、ま
だ
出
産
も
し
て
い
な
い
の
に
何
を
言
う

ん
だ
っ
て
い
う
目
で
見
ら
れ
て
い
る
感
じ
が
し
て
何
も
言

え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
、か
と
い
っ
て
経
験
も
な
い
の
に

ア
ド
バ
イ
ス
す
る
の
も
変
な
感
じ
が
す
る
し
、と
い
う
葛

藤
が
あ
り
ま
し
た
。で
も
先
輩
か
ら「
あ
な
た
は
プ
ロ
な

ん
だ
か
ら
、プ
ロ
の
視
点
で
話
し
な
さ
い
」っ
て
ア
ド
バ
イ

ス
さ
れ
て
、プ
ロ
と
し
て
の
保
健
師
の
視
点
を
大
事
に
し

よ
う
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。二
人
の
先
輩
が
ど

ん
な
ふ
う
に
話
を
聞
き
出
し
て
、ど
ん
な
ふ
う
に
ア
ド
バ

イ
ス
し
て
い
る
の
か
、ど
ん
な
視
点
や
切
り
口
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
の
か
を
日
々
勉
強
中
で
す
。

　

―
―

反
対
に
、仕
事
で
楽
し
い
と
感
じ
る
の
は
ど
ん

な
時
で
す
か
。

佐
々
木
／
私
は
人
と
し
ゃ
べ
る
の
が
好
き
な
の
で
、一
方

的
に
話
す
の
で
は
な
く
て
住
民
側
か
ら
の
反
応
が
あ
っ

た
時
が
楽
し
い
で
す
。保
健
師
は
人
対
人
の
仕
事
な
の

で
、そ
こ
で
の
や
り
と
り
が
成
立
す
る
の
は
良
い
な
と
思

い
ま
す
。訪
問
で
も
最
初
は「
何
し
に
来
た
の
？
」み
た

い
な
感
じ
だ
っ
た
の
が
、訪
問
す
る
う
ち
に「
実
は…

」

み
た
い
に
な
っ
て
き
た
と
き
。そ
う
い
う「
掴
ん
だ
な
」っ

て
い
う
瞬
間
が
楽
し
い
で
す
ね
。帰
り
に「
今
日
良
か
っ

た
な
あ
」っ
て
言
わ
れ
る
と
、自
分
も
今
日
話
し
て
よ

か
っ
た
な
と
楽
し
く
な
り
ま
す
。

　

―
―

心
に
残
っ
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
あ
り
ま
す
か
。

佐
々
木
／
本
当
に
最
初
の
頃
で
す
が
、お
っ
ぱ
い
が
張
っ

て
痛
み
が
あ
っ
て
、赤
ち
ゃ
ん
へ
の
飲
ま
せ
方
も
わ
か
ら

な
い
っ
て
い
う
若
い
お
母
さ
ん
が
い
て
、草
彅
さ
ん
と
二

人
で
訪
問
し
た
ん
で
す
が
、そ
の
と
き
の
草
彅
さ
ん
の
、

「
優
し
い
」と
か「
寄
り
添
う
」っ
て
い
う
よ
う
な
言
葉
で

は
言
い
表
せ
な
い
、言
葉
が
重
い
と
い
う
か
、人
間
味
あ

ふ
れ
る
対
応
が
す
ご
く
印
象
に
残
っ
て
い
て
、「
あ
あ
、こ

れ
が
保
健
師
だ
な
」っ
て
思
っ
て
。そ
の
帰
り
の
車
の
中

で「
保
健
師
っ
て
大
変
だ
け
ど
、や
り
が
い
あ
る
な
」っ
て

思
っ
た
と
と
も
に
、そ
の
人
の
人
生
の
背
景
ま
で
考
え
て

対
応
す
る
っ
て
い
う
の
は
す
ご
い
な
、と
号
泣
し
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
ね
。今
思
い
出
し
て
も
泣
き
そ
う
に
な

り
ま
す
。そ
れ
っ
て
多
分
、草
彅
さ
ん
が
い
ろ
ん
な
人
の

い
ろ
ん
な
場
面
を
見
て
き
た
経
験
が
、言
葉
だ
け
で
は

伝
わ
ら
な
い
何
か
と
し
て
に
じ
み
出
て
い
た
ん
だ
と
思

う
の
で
、私
も
そ
う
い
う
風
に
な
れ
れ
ば
い
い
な
と
思
い

ま
す
。

草
彅
さ
ん
に
指
導
し
て
も
ら
え
た
の
は
半
年
間
だ
け
で

し
た
が
、そ
の
半
年
間
が
す
ご
く
濃
く
て
、今
の
活
動
に

活
き
て
い
ま
す
。困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、「
草
彅
さ
ん

だ
っ
た
ら
な
ん
て
言
う
だ
ろ
う
」っ
て
考
え
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。二
人
の
先
輩
方
を
見
習
い
な
が
ら
、そ
の
中
で

自
分
の
考
え
を
交
え
つ
つ
、住
民
の
方
と
お
話
し
出
来

る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

―
―

こ
れ
か
ら
ど
ん
な
保
健
師
を
目
指
し
て
い
き

た
い
で
す
か
。

佐
々
木
／「
あ
な
た
に
会
え
て
よ
か
っ
た
」と
か「
あ
な

た
に
話
し
て
よ
か
っ
た
」と
思
っ
て
も
ら
え
る
保
健
師
に

な
り
た
い
で
す
。看
護
師
を
し
て
い
た
時
も
同
じ
こ
と

を
思
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、特
に
保
健
師
は
地
域
に
入
っ

て
い
っ
て
、住
民
が
い
な
い
と
活
動
で
き
な
い
の
で
、そ

う
や
っ
て
対
等
な
目
線
に
な
っ
た
時
に
も
そ
う
言
っ
て

も
ら
え
る
と
す
ご
く
嬉
し
い
ん
で
す
。な
に
か
あ
っ
た
ら

「
じ
ゃ
あ
文
子
さ
ん
に
言
え
ば
い
い
な
」っ
て
思
っ
て
も
ら

え
る
保
健
師
に
な
り
た
い
で
す
ね
。

　―
―

最
後
に
、住
民
へ
の
想
い
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

佐
々
木
／
自
分
の
健
康
を
自
分
で
守
れ
る
村
民
が
増

え
て
ほ
し
い
で
す
ね
。食
事
と
か
運
動
に
気
を
付
け
る

の
も
そ
う
で
す
け
ど
、自
分
の
体
調
を
知
ら
せ
る
サ
イ

ン
に
気
づ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
。私
は
、住
民
の

力
を
引
き
出
し
て
支
援
し
て
い
く
の
が
看
護
職
だ
と

思
っ
て
い
る
の
で
、そ
の
人
た
ち
の
力
を
引
き
出
せ
る
よ

う
に
な
り
た
い
し
、住
民
の
人
た
ち
も
依
存
す
る
の
で

は
な
く
自
分
で
気
づ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

―
―

ど
う
し
た
ら
そ
う
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す

か
。

佐
々
木
／
自
分
は
ど
う
生
き
て
い
き
た
い
か
、ど
う
死

に
た
い
か
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
で
す
。亡
く
な
る
間
際

に
な
る
と
自
分
の
意
思
で
は
な
く
家
族
の
意
思
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
の
で
、生
き
て
い
る
う
ち
に
考
え

て
お
く
の
は
大
事
で
す
し
、今
の
自
分
の
健
康
を
考
え

る
こ
と
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。聞
き
方
が
難
し
く
て

ま
だ
村
民
に
は
聞
け
て
い
ま
せ
ん
が
、聞
き
た
い
し
そ

う
い
う
教
育
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
、「
周
囲
に
恵
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
大
き
な
支
え
」と
話
さ
れ
た
佐
々
木
さ
ん
。地

域
住
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
健
康
を
深
く
考
え
る
優
し

さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
周
囲
の
仲
間

と
協
力
し
合
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　た
く
さ
ん
の
質
問
に
答
え
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

地
道
に
、根
強
く

 

貴
重
な「
経
験
」を
重
ね
て

 

今
、ど
う
生
き
た
い
か
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今月のテーマは「冬に備えてビタミンとアンチエイジング」

栄養価 （1人分）
エネルギー

たんぱく質   2.4g
脂質　　　   6.6g
塩分　　　   0.3g

114kcal

さつま芋
南瓜
人参
チーズ
マヨネーズ

40ｇ
40ｇ
10ｇ
15ｇ

大さじ1

　さつま芋は風邪予防に効果的なビタ
ミンＣを多く含んでいます。
　またでんぷんの働きによって、熱に強
く効果的に取り入れることができます。

地域活動職域事業部
栄養士

佐々木 しず子
ささき こ

☆☆お弁当の組み合わせとして☆☆

　　ゆかりごはん

　　つくねのレンコン挟み焼

　　ハムエッグ

　　ミニトマト

旬のさつま芋で
　　　美味しく風邪予防

材　料　（2人分）

2
0
1
6
年
 1
0
月
N
o
.6
8
1

平
成
2
8
年
1
0
月
1
3
日
発
行
　
◎
発
行
者
編
集
者
　
伊
藤
　
章

印
刷
所
　
株
式
会
社
塚
田
美
術
印
刷

発
行
所
／
〒
0
1
0
-0
9
5
1
 秋
田
市
山
王
4
丁
目
2
-3
  TE
L.0
1
8
-8
6
2
-6
8
6
4

〒
0
1
0
-0
9
2
1
   秋

田
市
大
町
1
丁
目
6
-6
　
TE
L.0
1
8
-8
2
3
-5
5
5
1

秋
田
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

「コクホ食
堂」

美味しく低
カロリー

～お弁当編
～

さ
つ
ま
芋
、南
瓜
は
皮
付
き
で
サ
イ

コ
ロ
状
に
切
り
茹
で
る
。

人
参
は
皮
を
む
い
て
、さ
い
の
目
に

切
り
茹
で
る
。

チ
ー
ズ
は
さ
い
の
目
に
切
る

❶
❷
❸
に
マ
ヨ
ネ
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  7日　第56回全国国保地域医療学会

13日　柔整審査会
18日　審査委員会（19、21、22、25日）
25日　平成28年度国保税担当課長及び担当者研修会

28日　県北地区国民健康保険協議会研修会

17日　国保制度改善強化全国大会

17日　柔整審査会
17日　審査委員会（18、19、22、24日）

11月―November―

連合会行事予定 10月１日～11月31日

10月 ―October―

場所：山形市「山形テルサ」（～８日） 場所：東京都「明治神宮会館」

場所：市町村会館5階

場所：鹿角市「鹿角市交流センター」

風邪予防や乾燥に備えて 協力：公益社団法人　秋田県栄養士会

お弁当を持って
出かけよう
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H65mm×W180mm

ロゴ　8ｍｍ
Better　44mm
社名　28ｍｍ
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